












は卜占によって吉凶が められた」 と言うぐらいしかなかった。また、先帝が、その年の前半ごろまでに崩御した場合は、その年の後半 、そして、その年の後半に崩御し 場合は、次の年に次の天皇が即位する が一応の基準にな ていたらしい、というような説明が加わるだろう。しかしこれは例外も多い。
即位年の決定法、つまり、そ 年次がどのようにして決め




天皇 （以降、多くの場合、天皇号 略す） は、孝謙からの譲位であった。両天皇の即位年 （月日） がどのように決められかについて論じてみたい。
天皇の即位年の決定法に関して、ここでは、三つの時間に
分けて言及していく。一は、上古代天皇の即位年を決定した『書紀』 の紀年構成法。二は、聖武の即位年の決定法。三、 四は、一と二を見通 の孝謙の即位年決定法 淳仁に関しては、その即位年と、その即位日 決定法に関して触れる。
一と二に関しては今までに触れたところであるが、三、 四
についての理解を得るために、ここでも繰り返し説くことも多い。『書紀』 は天皇史である。各代天皇のそれぞれの事績の記述の中でも、歴史を組む上で最重要である各天皇 即位年 崩御年 （又は譲位年） は、特に注意深い配慮が払われている。欠史八代と呼ばれる２代から９代まで 天皇に関しても、その即位年、立太子年 崩御年 きちんと記されている。
神武天皇は西暦紀元前６６０年１月１日即位したと知るこ






ては、辛酉革命説に拠っているのだという、誤った歴史観によって説明されてきた。それ故に、長い間、 『書紀』 が書かれてから１３００年近くも、 『書紀』 がなした紀年構成の真実を捕捉できないできたのだっ 真実は、その紀元も、また多くの歴史的な事項も、天皇家が神聖視した聖数によって計算されて決められ たのであった。
まず、わが国の上古代史の紀年構成 、聖数で構築されて

















































となっている。天武以降の天皇方が一七年という間隔年数を置いて即位し、また崩御している。本当だろうか、疑わしい。一七年 いう聖数が先行して、歴史を組み立てているのであろう。従っ 、 『書紀』 編纂時に、天武や持統でさえその即位年などが動かされている、その可能性が高い。
さらに、その他の聖数でも関係線が創られている。元正の
場合 （別の書式で示す） は、































次に、聖武の聖数関係を 『書紀』 の中に見てみたい。７２０年完成の 『書紀』 に、その当時 皇太子であった聖







































まれた 「威霊再生の関係」 としてよい。わ くしが特に 「聖数ライン」 と呼んでいる関係線である （もうひとつの 「聖数ライン」 は、神武即位年から文武即位年を結ぶ二三の線である） 。
注意すべきは、この神武から天武へと、神武から文武への










である。これは 『書紀』 がほぼ完成した時点で、他の資料 「或本」 が出てきたことを思わせる。しかし、事はそんなに単純ではないだろう。むしろ、聖武を継体や天智と結び付けたいために、 「或本」 として挿入したものであろう。 「或本」 挿入に作為が感じ取られ





５４９＝安寧即位年） 、安寧崩御年 （前５１１年） 、敏達即位年 （５７３年） 、舒明即位年 （６２９年） 連なっている。これだけ見ても、 『書紀』 完成期の皇太子 （聖武 に、 「威霊再生の関係」 の面からどれ程の配慮がなされていたか理解できるだろう。
聖武の立太子年もその即位年も、 『書紀』 の創り上げてきた








まれていた。 『書紀』 は、聖武にとっては聖書であった。 武は、祖神たちの威霊を一身に受けていることに、感激したことであろうが、また、この 余る 数関係 ために、振り回されることになったのである
（注６）
さて、孝謙天皇は、聖武からの禅譲である。聖武は、孝謙に
譲位するにあたって、 「威霊再生 関係」 を考慮しない ずはなかった。 『書紀』 が創り上げた聖数での関係が、孝謙の即位年にどのように絡んでいるか そこを見てみる
孝謙は、天平二十一年 （７４９＝天平勝宝元年） に即位し
















二六年関係 （５２ ＝ 六 ×２） で文武即位年と。一七年関係 （３４年＝一七年×２） 元正即位年 （元明譲位
年＝７１５） と。
一二年関係 （４８年＝ 二 ×４） で聖武誕生年と次に、この論考での作業のひとつとして、孝謙天皇の即位
年が７４９年ではなくて、その年の前後であったとしたら、どのような 「威霊再生の関係」 があるかを、７４９年の場合と比較するために検討してみよう。


















ことは間違いない その 「威霊再生の関係」 に注目してみよう。
先に神武崩御年から元明即位年までの一七年での 「 数ラ




















り返してきた天皇霊を意識し、その上に、その即位年の月日は、豊祖父文武を強く意識して選ばれ ことになる。おわりに『書紀』 の紀年は、聖数関係によって組立てられている。この関係は、皇祖たちの威力ある霊力が、 る一定 時間 （回帰年数） で再生してくるので り、後代の天皇たちはその威霊
（ ）─281─ 8
を継承していくという信仰をみせている。わたくしは、その関係を 「威霊再生の関係」 と呼んでいる。この信仰に最も影響を強く受けたのは、 『書紀』 完成時の皇太子、 聖武であった。
聖武天皇の即位年は、先代たちからの、まさに天福の降る
ごときその神聖数との関係の上で決定されたものであった。小論は、 こと まず確かめた。その上で、聖武からの譲位であった孝謙天皇の即位年を聖数関係の面で見た。そして、その即位年も 「威霊再生 」 を重視したもの あったことを確かめ得た。
さらに、淳仁天皇の場合も、 「威霊再生の関係」 への厚い信




日聖武の遺詔によって道祖王が皇太子となり、孝謙 次 天皇となることが約束されたのであった。 しかし、 王は一年を経ずしてその地位を廃されてしまう。それから橘奈良麻呂等藤原仲麻呂打倒 謀議、 その発覚と続き、 結局 ７５７年に、
奈良麻呂を始め、道祖王、黄文王、大伴古麻呂らは処刑され、さらに右大臣藤原豊成の太宰府員外帥への降格と、政治的な激変が続いた。 そして、 藤原仲麻呂に擁立された大炊王 （淳仁）が７５７年 立太子、 ７５８年に即位することになった。
右は、まさに醜い政争を見せたものであったが、それは、
神武から天武へ、そして聖武まで継承してきた聖なるラインの年次にあたる７５８年が意識されての政争であったのだ。天皇位を欲する側にとっては、その年までには片をつけ ければならない性格のものだったろうと思う。聖武が遺した次の天皇即位年が見えていたか こそ こ 二年間に激動が走ったのであった。
推断をすれば、藤原仲麻呂が、聖武天皇の遺詔を守ろうと










陰と太陽の周期を調整する暦法 「十九年七閏法」 による聖数。一九年 間に七回の閏月を挿入することで、太陰と太
（ ） ─280─9
陽とが、満一九年ごとに、暦の上で同時に再生することになる。二六は、 「十九年七閏法」 の一九と七との和、つまり、陰と陽との和。 「暦数は閏を以て天地の中和を正す」 （漢書「律暦志」 ） 、また、 「天子は天文を観、地理を察し、陰陽を和し、星度を撥 （はか） り・ ・」 （緯書 『礼含文嘉』 ） ともあるが、陰陽の和が、天地の和に必要なことを説く文献は枚挙に遑がないほどである。特に、わが国は、 「一 条憲法」 に見られるように 「 」 の世界を理想とした。
三才思想に関わる聖数は一七と二三である。法家思想で
は、三才の天地人に それぞれ９、 ８、 ６と数字 割り当てていて、天地の和が一七、天地人の和 二三となる。
（２）
 
 天武が目論んだ 「 武書紀」 では、祖神と天武と コンマ２５などという端数が出るようには組ま ていなかったろう。また、 「天武書紀」 では、初代 皇が神武であったという証拠もない。天武より４代も遅い元正時代になって 『書紀』 が完成する段階で いろいろ 思惑が介入してきたことを考慮すべき）
（３）
 




１３４９） ＝持統即位年 （６９０年１月１日）で、満計算で一九年の７１倍であり、 「威霊再生の関係」
一九年間をまるまる満たした関係である。
この 「威霊再生の関係」 での年数の数え方に関しては、拙












 稿 「聖武天皇の流離五年の意義」 「千葉商大紀要」（２００８年度第４号）特に、聖武の聖数 で、継体天皇、及び天智天皇とは
或本での関係である。この或本の生じた理由として、 「百済本記」 の出現があったのであるが、 「百済本記」 の出現前は、聖武は継体天皇、及び天智天皇ときれいに一九年関係で結ばれていたのである。
九州での藤原広嗣の 「反」 を切っ掛けとして始まった聖
武の 「彷徨５年」 と呼ばれる５７か月 （一九×３） の流離、その切っ掛けとなっ 広嗣の乱は、継体時代の筑紫での磐井の乱の再現であり、継体の、恭仁京、紫香楽京への遷都の意義についても、継体天皇 大和入りまでの恭仁 、香楽宮という二つの宮都 の関係に触れ 聖武の５年間流離が、先行天皇たちとの 「威霊再生 関係」 の実習であったことを説いた。
（７）
 
 拙著 『古代天皇の聖数ライン』 第８章 （２００７年、河出書房新社） 。
二三五年の適用例としては、 『書紀』 が用いた二つの暦の
うち、元嘉暦は、雄略即位年から持統六年まで 使用 重なる事。また、 『万葉集』 巻一、 総歌数 （現在は２３４首）は二三五首であったことに触れている。
（８）
 






 同日即位の例 （淳仁天皇の即位年月日が文武天皇を意識したことを理解するために、同日即位の関係にある天皇を参考に挙げてみる） 。
神武と持統
神武即位年 （前６６０年１月１日） ＋１３５０年 （満

















孝元誕生年月日 （前２７３） ９８８年 （一九年×52） ＝ 正即位年月日
誕生年月日が同日となっている例、































『日本書紀』 で知ることが出来る上古代の天皇たちの即位年、また崩御年の殆どは、 『書紀』 完成期の天皇たち （天武天皇以降） の即位年を起点として、そこから時間を遡って決められた。その時、天皇が信仰 た聖数が用いられた。上古代史の紀年は、その聖数によって組み立てられてい
る。今まで、 『書紀』 （天皇史） に聖数意識があり、 『書紀』 の紀年構成が、その聖数によって組み立てられ いる とに気が付かないで来た。
古代史研究は、研究の基本となる紀年論から科学的にやり
直されなければいけない。
わたくしは、この拙論の一、 二において、 『書紀』 完成期の
皇太子であった聖武天皇の即位年の決定に聖数がどのよう関わっているかを明らかにして る
聖武以降、その聖数は消滅しただろうか。この論 三、 四で
は、聖武後の孝謙 （聖武からの禅譲） と淳仁 （聖武の遺詔にる即位） の場合を取り上げ、そこ も聖数意識が顕著 働いていることを論じた。
尚、即位日決定にも聖数意識が働いでいることにも少し触
れた。
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